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第１章 総則 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 北海道医療大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（昭和22年法律第25号）及び

学校教育法（昭和22年法律第26号）並びに建学の理念に基づき、深く専門の学術を教授・研究

し、有能かつ良識ある専門職能人を養成して、社会の発展に寄与するとともに、国民の保健、

医療、福祉に貢献し、あわせて国際文化の向上を図ることを目的とする。 

２ 薬学部においては、専門職能人としての豊かな人間性を備え、医薬品に対する基礎と応用の

科学の修得により、科学的根拠に基づいた医療および健康の維持・増進に従事し、地域・国際

社会に貢献できる薬剤師を養成する。 

３ 歯学部においては、顎口腔系を中心に据え、健康を維持・増進するための口腔医科学教育を

通して、医療と福祉および保健の連携・統合を図り、生命の尊厳を守り、人々の生活の質の向

上と、地域・国際社会に貢献できる歯科医師を養成する。 

４ 看護福祉学部においては、人々の健康と福祉の向上のために、看護と福祉を総合的に俯瞰し

た看護・福祉の専門的知識・技術を修得し、人々の尊厳を守り、維持するための総合的ヒュー

マンケアを実践できる専門職能人を養成する。

５ 心理科学部においては、心の障害、コミュニケーション障害を積極的に受け止めることので

きる知識と感性を備え、障害の予防、治療、生命の尊厳、生活の質の向上に科学的に対処でき

る実践的技能を通じて、地域・国際社会で人々の健康維持・増進に貢献できる人材を養成す

る。 

６ リハビリテーション科学部においては、リハビリテーションを必要とするあらゆる人々の人

権を尊重できる専門職能人として、多職種と連携しながら、科学的根拠に基づいた質の高いリ

ハビリテーションサービスを実践し、地域や国際社会に幅広く貢献できる人材を養成する。

７ 医療技術学部においては、医療人に求められる豊かな人間性と高い倫理観を持ち、臨床検査学の

高度な専門知識と確かな技術をもとに、日々、進歩する医療・医療技術の変化に対応できる能力や

臨床検査のスペシャリストとしてチーム医療を牽引できる人材を養成する。 

（自己評価等） 

第２条 前条の目的を達成するために、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行

い、その結果を公表するものとする。 
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（教育方法等の改善） 

第３条 教育内容及び教育方法の改善を図るための組織的な研究及び研修の実施に努めるものと

する。 

第２節 組織 

（学部） 

第４条 本学に次の学部を置く。 

薬学部 

歯学部 

看護福祉学部 

心理科学部 

リハビリテーション科学部 

医療技術学部 

２ 前項の各学部に置く学科及びその収容定員は、次のとおりとする。 

薬学部 薬学科 収容定員 1,000名 （入学定員 160名 ３年次編入学定員 10名） 

歯学部 歯学科 収容定員 480名 （入学定員 80名） 

看護福祉学部 看護学科 収容定員 418名（入学定員 100名 ３年次編入学定員 ９名） 

臨床福祉学科 収容定員 338名（入学定員 80名 ３年次編入学定員 ９

名） 

心理科学部 臨床心理学科 収容定員 304名（入学定員 75名 ３年次編入学定員 ２名） 

リハビリテーション科学部 理学療法学科 収容定員 335名（入学定員80名 ２年次編入学

定員 ５名） 

作業療法学科 収容定員 175名（入学定員40名 ２年次編入学定員 ５名） 

言語聴覚療法学科 収容定員 260名（入学定員 60名 ３年次編入学定員 10

名） 

医療技術学部 臨床検査学科 収容定員 240名（入学定員 60名） 

（大学院） 

第５条 本学に大学院を置く。 

２ 前項の大学院に、次の研究科を置く。 

薬学研究科  

歯学研究科  

看護福祉学研究科  

心理科学研究科  

リハビリテーション科学研究科 

３ 大学院に関する規程は、別に定める。 

（病院等） 

第６条 本学に、歯学教育等に係る臨床・研究の場として機能するとともに、歯科及び医科の診

療を通じて地域医療の向上に寄与するために、教育研究施設として北海道医療大学病院（以下

「大学病院」という。）及び北海道医療大学歯科クリニック（以下「歯科クリニック」とい

う。）を置く。 

２ 大学病院及び歯科クリニックに関する規程は、別に定める。 

（総合図書館） 

第７条 本学に総合図書館を置く。 

２ 総合図書館に関する規程は、別に定める。 

（薬用植物園） 

第８条 本学薬学部に、附属薬用植物園（以下「薬用植物園」という。）を置く。 

２ 薬用植物園に関する規程は、別に定める。 

（附属研究所等） 

第９条 本学に研究所、研究施設及び教育学術支援のための組織（以下「附属研究所等」とい

う。）を置くことができる。 

２ 附属研究所等に関する規程は、別に定める。 
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第３節 職員組織 

（職員組織） 

第10条 本学に次に掲げる職員を置く。 

(１) 教育職員（学長、教授、准教授、講師、助教、助手） 

(２) 事務職員 

(３) 技術職員 

(４) 医療職員 

第４節 評議会、教授会及び大学教育開発センター、ＦＤ委員会 

（評議会） 

第11条 本学に評議会を置く。 

２ 評議会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(１) 学長 

(２) 副学長 

(３) 総合図書館長 

(４) 各学部長 

(５) 各研究科長 

(６) 健康科学研究所長 

(７) 大学病院長 

(８) 歯科クリニック院長 

(９) 予防医療科学センター長 

(10) 歯学部附属歯科衛生士専門学校長 

(11) 学長が指名する教授 

３ 評議会は、次の事項を審議し、学長に対し意見を述べるものとする。 

(１) 全学の教育及び研究の基本に関する事項 

(２) 学則その他教学に関する重要な規程の制定及び改廃に関する事項 

(３) 学生の入学、卒業及び課程の修了その他学生の身分取扱いの基本に関する事項 

(４) 学位授与の基本に関する事項 

(５) 学生の学修評価の基本に関する事項 

(６) 教育課程の編成の基本に関する事項 

(７) 教員の教育研究業績の審査等の基本に関する事項 

(８) その他学長が評議会の意見を聴くことが必要と定める事項 

４ 評議会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項について審

議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

５ 評議会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

（教授会） 

第12条 本学各学部に教授会を置く。 

２ 各学部の教授会は、当該学部の教授をもって組織する。 

３ 各学部の教授会は、各学部に関する次の事項を審議し、学長に対し意見を述べるものとす

る。 

(１) 学生の入学、卒業及び課程の修了その他学生の身分取扱いに関する事項 

(２) 学位の授与に関する事項 

(３) 学生の学修評価に関する事項 

(４) 教育課程の編成に関する事項 

(５) 教員の教育研究業績の審査等に関する事項 

(６) その他学部長が必要と定める事項及び学長から諮問のあった事項 

４ 各学部の教授会は、前項に規定するもののほか、学部長が統括する教育研究に関する事項に

ついて審議し、及び学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

５ 教授会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

（大学教育開発センター） 

第13条 本学における教養教育等全学教育を円滑に推進するとともに、全学教育担当教員の学部
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横断的な教育・研究活動を促進するため、大学教育開発センターを置く。 

２ 大学教育開発センターに関し、必要な事項は別に定める。 

（ＦＤ委員会） 

第14条 本学に第３条の日的を達成し、教員の教育方法等に関わる能力開発（Faculty 

Development－以下「ＦＤ」という。）を推進するため、ＦＤ委員会を置く。 

２ ＦＤ委員会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

第５節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第15条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第16条 学年を次の２期に分ける。 

前期 ４月１日から９月30日まで 

後期 10月１日から翌年３月31日まで 

２ 学長が必要と認めたときは、変更することがある。 

（休業日） 

第17条 休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日 

(３) 創立記念日 10月10日 

(４) 春期休業日 ４月１日から４月５日まで 

(５) 夏期休業日 ７月10日から８月31日まで 

(６) 冬期休業日 12月10日から翌年１月25日まで 

(７) 学年末休業日 ３月25日から３月31日まで 

２ 学長が必要と認めたときは、休業日を変更又は臨時休業日を定めることがある。 

第２章 学部通則 

第１節 修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第18条 薬学部の修業年限は６年とする。ただし、第25条に規定する編入学生の修業年限は４年

とする。 

２ 歯学部の修業年限は６年とする。 

３ 看護福祉学部の修業年限は４年とする。ただし、第25条に規定する編入学生の修業年限は２

年とする。 

４ 心理科学部の修業年限は４年とする。ただし、第25条に規定する編入学生の修業年限は２年

とする。 

５ リハビリテーション科学部の修業年限は４年とする。ただし、第25条に規定する編入学生の修業

年限は次の各号のとおりとする。 

(１)  理学療法学科・作業療法学科 ３年 

(２)  言語聴覚療法学科 ２年 

６ 医療技術学部の修業年限は４年とする。 

（在学年限） 

第19条 看護福祉学部、心理科学部、リハビリテーション科学部並びに医療技術学部の学生は８年

を超えて在学することはできない。 

２ 薬学部並びに歯学部の学生は12年を超えて在学することはできない。 

３ 第25条から第27条までの規定により入学または転学科した学生は、在学すべき年数の２倍に

相当する年数を超えて在学することはできない。 

４ 第１項から第３項までの規定にかかわらず、第１学年及び第２学年の在学期間は、通算して

４年を超えることができない。 

第２節 入学 

（入学の時期） 

第20条 入学の時期は、学年始とする。ただし、再入学及び転入学については、学期始とする。 



5  

（入学資格） 

第21条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 

(２) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む） 

(３) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定した者 

(４) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有する者として認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

(５) 専修学校の高等課程（修了年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者 

(６) 文部科学大臣の指定した者 

(７) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規程による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む） 

(８) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、18歳に達したもの 

（入学の出願） 

第22条 本学に入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類を添えて

願い出るものとする。 

（入学者の選考） 

第23条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第24条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに保証人連署の誓

約書及び所定の書類に入学金その他の経費を添えて入学手続を完了しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学） 

第25条 次の各号の一に該当する者で、本学に編入学を志願する者があるときは、選考のうえ、

相当年次に入学を許可することがある。 

(１) 大学を卒業した者又は退学した者 

(２) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

(３) その他、各学部が定める編入学に関する規程により入学資格があると認められた者 

２ 編入学に関する規程は、別に定める。 

３ 第１項第３号及び前項の定めに関わらず、歯学部並びに医療技術学部については、欠員のあ

る場合に限り編入学を志願する者の選考を行なうこととし、実施方法等は教授会においてその

都度定める。 

（転入学・転学科） 

第26条 他大学の学生で当該大学長の承認を得て転入学を志願する者があるときは、欠員のある

場合に限り、選考のうえ、相当年次に入学を許可することがある。 

２ 本学の学生で、同一学部の他の学科あるいは異なる学部の学科への転学科を志願する者があ

るときは、選考のうえ、学年始めに限り、原則として第１学年への転学科を許可することがあ

る。 

３ 転入学および転学科に関する規程は別に定める。 

（再入学） 

第27条 本学を退学した者が再入学を志願するときは、欠員のある場合に限り、原学年以下に入

学を許可することがある。 

２ 再入学に関する規程は別に定める。 

第３節 教育課程及び履修方法等 

（教育課程・授業科目） 
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第28条 本学の教育課程は、全学教育と専門教育からなる。 

２ 全学教育は、全学部の学生を対象として共通の教育内容をもって開講される授業科目からな

る。 

３ 専門教育は、学部によって異なる専門性の教育内容をもって開講される授業科目からなる。 

４ 各学部の授業科目、教職課程に関する科目及び単位、時間数は、別表に掲げるとおりとす

る。 

５ 学長が必要と認めたときは、各学年に配当する授業科目並びに時数を変更することがある。 

６ 第２項の全学教育に関し、必要な事項は、北海道医療大学全学教育科目規程の定めるところ

による。 

７ 教職課程に関する科目は取得することのできる教育職員の免許状及び免許教科の種類に関す

るものとする。 

（単位・時間数） 

第29条 薬学部の学生は、別表に定めるとおり、全学教育科目38単位及び専門教育科目164単位、

総計202単位以上修得しなければならない。 

２ 歯学部の学生は、別表に定めるとおり、全学教育科目58.0単位、専門教育科目239.2単位、総

計297.2単位以上修得しなければならない。 

３ 看護福祉学部看護学科の学生は、別表に定めるとおり、全学教育科目32単位、専門教育科目

100単位、総計132単位以上、臨床福祉学科の学生は、別表に定めるとおり、全学教育科目32単

位、専門教育科目98単位、総計130単位以上修得しなければならない。 

４ 心理科学部臨床心理学科の学生は別表に定めるとおり、全学教育科目27単位、専門教育科目

103単位、総計130単位以上修得しなければならない。 

５ リハビリテーション科学部理学療法学科並びに作業療法学科の学生は別表に定めるとおり、

全学教育科目27単位、専門教育科目101単位、総計128単位以上、言語聴覚療法学科の学生は別

表に定めるとおり、全学教育科目27単位、専門教育科目106.5単位、総計133.5単位以上修得し

なければならない。 

６ 医療技術学部の学生は別表に定めるとおり、全学教育科目29単位、専門教育科目97単位、総計126

単位以上修得しなければならない。 

７ 各学部の編入学生が本学において修得すべき単位数は、他大学等において修得したと本学が

認定した単位を勘案し、別に定めるものとする。 

８ 教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする学生は、上記の各項に定める単位を修

得するほか、別表に定める教職課程に関する科目から教育職員免許法及び同法施行細則に規定

する所要の単位を修得しなければならない。 

（単位） 

第30条 各学部における授業科目に対する単位数は、授業の方法に応じ、教育効果、授業時間外

に必要な学習等を考慮し、次の基準によって計算する。 

(１) 講義及び演習については、15時間ないし30時間をもって１単位とする。 

(２) 実験、実習及び実技については、30時間ないし45時間をもって１単位とする。 

２ 各学部の授業科目ごとの単位については、別表に掲げるとおりとする。 

（１年間の授業期間） 

第31条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め35週にわたることを原則とする。 

（成績） 

第32条 授業科目の成績の評価は、優・良・可・不可の４種とし、優は80点以上、良は70点以

上、可は60点以上、不可は60点未満とし、優・良・可を合格、不可を不合格とする。 

（その他） 

第33条 この節に定めるもののほか、履修方法等については、各学部の履修規程の定めるところ

による。 

２ 看護福祉学部臨床福祉学科介護福祉コースにおいては、介護福祉士学校指定規則に定める各

科目の出席時間数が学校指定規則に定める時間数の３分の２（ただし、介護実習については５

分の４）に満たない者については履修の認定を行わない。 

第４節 休学・転学及び退学 
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（休学） 

第34条 疾病その他特別の理由により続けて２か月以上の期間、修学することができない者は、

学長の許可を得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命じること

ができる。 

（休学期間） 

第35条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、更に１年を限度とし

て休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第19条の在学期間には算入されない。 

（復学） 

第36条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

（転学） 

第37条 他大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならな

い。 

（退学） 

第38条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第39条 次の各号の一に該当する者は、当該学部の教授会の議を経て学長が除籍する。 

(１) 学費等の納入を怠り督促してもなお納付しない者 

(２) 第19条に定める在学年限を超えた者 

(３) 第35条第２項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

(４) 死亡、又は１年以上行方のわからない者 

（復籍） 

第40条 前条第１号により除籍された者は、別に定める「学費等未納による除籍者の復籍取扱い

規程」により復籍を許可することがある。 

第５節 卒業及び学位授与 

（卒業） 

第41条 看護福祉学部、心理科学部、リハビリテーション科学部及び医療技術学部に４年以上、薬

学部及び歯学部に６年以上在学し、第29条において各学部ごとに定める単位を修得した者につ

いては、当該学部の教授会及び評議会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 薬学部に編入学後４年以上、リハビリテーション科学部理学療法学科及び作業療法学科に編

入学後３年以上、リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科、看護福祉学部並びに心理科学

部に編入学後２年以上在学し、第29条に定める単位を修得した者については、当該学部の教授

会及び評議会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

（学位の授与） 

第42条 学長は卒業した者に対して、学士の学位を授与することができる。 

薬学部 学士（薬学） 

歯学部 学士（歯学） 

看護福祉学部 

看護学科 学士（看護学） 

臨床福祉学科 学士（臨床福祉学） 

心理科学部 

臨床心理学科 学士（臨床心理学） 

リハビリテーション科学部 

理学療法学科 学士（理学療法学） 

作業療法学科 学士（作業療法学） 

言語聴覚療法学科 学士（言語聴覚療法学） 

医療技術学部 

臨床検査学科 学士（臨床検査学） 
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２ 学位に関する規程は、別に定める。 

第６節 賞罰 

（表彰） 

第43条 学生として表彰に価する行為があった者に対し、学長は当該学部の教授会の議を経て、

表彰することができる。 

（懲戒） 

第44条 学生が、その本分に反する行為又は本学の諸規程等に違反する行為を行ったときは、当

該学部の教授会の議を経て、学長が懲戒する。 

２ 懲戒は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 次の各号の一に該当する者に対し、退学を行う。 

(１) 性行不良で改善の見込みがない者 

(２) 正当な理由がなくして出席常でない者 

(３) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

第７節 研究生、聴講生、科目等履修生及び外国人学生 

（研究生） 

第45条 特定の専門事項について、研究することを志願する者があるときは、各学部の教育研究

に支障のない場合に限り、選考のうえ、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると

認められた者とする。 

３ 研究期間は、１年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することがで

きる。 

（臨床研究生） 

第46条 大学病院又は歯科クリニックにおいて、特定の臨床研修を志願するものがあるときは、

選考のうえ、臨床研究生として入学を許可することがある。 

２ 臨床研究生の在学期間は１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更

新することができる。 

（聴講生） 

第47条 特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、各学部の教育に支障のない

場合に限り、選考のうえ、聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生は学期ごとに許可する。 

（科目等履修生） 

第48条 本学において開設する一または複数の授業科目の履修を志願する本学の学生以外の者が

あるときは、各学部の教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、科目等履修生として入学を

許可することがある。 

（外国人学生） 

第49条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、入学を志願する者があると

きは、選考のうえ、外国人学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人学生に対しては、全て本学則の規程を準用する。 

（その他） 

第50条 研究生、臨床研究生、聴講生及び科目等履修生に関する規程は別に定める。 

第８節 検定料及び授業料等 

（学生納入金） 

第51条 入学検定料、入学金、授業料等の金額は、次のとおりとする。 

（単位：円） 

  

  薬学部 歯学部 

看護福祉学部 
心理科学

部 
リハビリテーション科学部 

医療技術

学部 
備考 

看護学科 
臨床福祉

学科 

臨床心理

学科 

理学療法

学科 

作業療法

学科 

言語聴覚

療法学科 

臨床検査

学科 
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入学検定

料 

30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000センター

入試以外 

  15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000センター

入試 

入学金 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000入学時 

授業料 前期 前期 前期 前期 前期 前期 前期 前期 前期 第１学年 

  650,000 1,750,000 450,000 300,000 300,000 387,500 387,500 387,500 425,000  

  後期 後期 後期 後期 後期 後期 後期 後期 後期   

  950,000 2,050,000 750,000 600,000 600,000 687,500 687,500 687,500 725,000  

  1,900,000 4,100,000 1,500,000 1,200,000 1,200,000 1,375,000 1,375,000 1,375,000 1,450,000第２学年

以降 

２ 前項に規定する入学検定料は、前期又は後期入学試験の中で複数学科（同一学科を複数日受

験する場合も含む）に併願する場合も１学科分の金額とする。 

３ 編入学生の入学検定料、入学金、授業料の金額は、第１項に準ずる。 

４ 看護福祉学部看護学科及び臨床福祉学科の専門科目のうち選択履修できる学生数を制限する

科目を履修する学生の特別実習費及び教職課程履修費の金額は、次のとおりとする。 

特別実習費：50,000円 

教職課程履修費：50,000円 

（実験実習材料費） 

第52条 学生は実験実習に必要な機械器具、材料等を所定の期日までに準備しなければならな

い。その品目は本学が指定する。 

（授業料の納入） 

第53条 授業料は学年度の当初において、これを納入する。ただし、次の２期に分けて納付する

ことができる。 

１期 ４月15日まで 

２期 ９月15日まで 

（復学等の場合の授業料） 

第54条 復学者及び留年者に対しては、当該学年の授業料を徴収する。 

（退学及び除籍の場合の授業料等） 

第55条 前期又は後期の中途で退学し又は除籍された者に対しては、当該期分の授業料等を徴収

する。 

（休学の場合の授業料） 

第56条 前期又は後期の中途で休学した者は、休学した当該期の授業料等を全額納入するものと

する。 

２ 休学が前期又は後期の全期間にわたる者は、当該期は授業料等に替えて休学在籍料を納入す

るものとする。休学在籍料は半期50,000円とする。 

（授業料等の徴収の猶予） 

第57条 経済的理由によって納入が困難であり、かつ、学業優秀又はその他やむを得ない事情が

あると認められる場合は、授業料等の徴収を猶予することがある。 

２ 授業料等納入猶予期間は、納入期限後（１・２期とも）３か月以内とし、納入しない者は、

第39条第１号により除籍とする。 

（研究生、臨床研究生、聴講生及び科目等履修生の授業料） 

第58条 研究生、臨床研究生、聴講生及び科目等履修生の検定料及び授業料の金額は、次のとお

りとする。 

  

   研究生 臨床研究生 聴講生 科目等履修生 備考  

   円 円 円 円   

 検定料 3,000 3,000 5,000 10,000   

 入学金 50,000 10,000 ― ―入学時のみ  
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 履修登録料 ― ― ― 15,000   

            

 授業料 300,000 50,000 10,000 20,000年額、聴講生および科

目等履修生（１単位又

は15時間） 

 

（納入した授業料等） 

第59条 納入した検定料、入学金、授業料及びその他の諸納金は、特別の事情のある場合を除き

返戻しない。 

第９節 公開講座 

（公開講座） 

第60条 本学は公開講座を開くことができる。 

第10節 交通規制 

（交通規制） 

第61条 医療人を養成する本学の使命並びに交通事情に鑑み、交通事故を未然に防止するため交

通規制を行う。交通規制については、学生通則に定める。 

附 則 

この学則は、昭和49年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和51年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和52年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和53年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和54年10月12日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和55年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和56年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和57年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和59年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和61年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、第42条（学位の授与）については平成

３年９月２日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第29条に定める平成５年度歯学部第

２・３・４学年学生の単位時間数については、別表に定める通り141単位とする。 
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２ 平成５年度から平成９年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりに

する。 

  

 区分 平成５年度 平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度  

 歯学部            

 歯学科 700名 680名 660名 640名 620名

薬学部            

 薬学科 240名 240名 240名 240名 240名

衛生薬学科 240名 240名 240名 240名 240名

看護福祉学部            

 看護学科 80名 160名 260名 360名 360名

医療福祉学科 80名 160名 260名 360名 360名

医療福祉専攻            

 医療福祉学科 50名 100名 170名 240名 240名

臨床心理専攻            

附 則 

この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成８年３月31日以前に薬学部薬学科または同衛生薬学科に入学し、引き続き在学する者に

ついては、なお従前の学則による。 

３ 平成８年度から平成11年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度  

 歯学部          

 歯学科 640名 620名 600名 600名

薬学部          

 薬学科 180名 120名 60名   

 衛生薬学科 180名 120名 60名   

 総合薬学科 120名 240名 360名 480名

看護福祉学部          

 看護学科 360名 360名 360名 360名

医療福祉学科          

 医療福祉専攻 360名 360名 360名 360名

医療福祉学科          

 臨床心理専攻 240名 240名 240名 240名

附 則 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則第29条第３項及び別表の規定は平成９年４月１日以降に１年次に入学した学生

から適用する。 

３ 改正後の学則第29条第４項の規定は平成11年４月１日以降に３年次に編入学した学生から適

用する。 

４ 前２項の規定にかかわらず、改正後の学則別表の看護福祉学部医療福祉学科（医療福祉専

攻）専門教育科目及び医療福祉学科（臨床心理専攻）専門教育科目中、「音楽療法技術総

論」、「音楽療法技術各論Ⅰ」、「音楽療法技術各論Ⅱ」、「音楽表現技術Ⅰ」、「音楽表現

技術Ⅱ」、「音楽表現技術Ⅲ」、「音楽療法演習」、「音楽療法現場実習」については、平成
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９年４月１日現在で２年次以上に在学する学生にも適用する。 

附 則 

この学則は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則別表の看護福祉学部医療福祉学科（医療福祉専攻）専門教育科目中、「精神保

健福祉論Ａ」、「精神保健福祉論Ｂ」、「精神保健福祉論Ｃ」、「精神医学Ｂ」、「精神保健

学Ａ」、「精神保健学Ｂ」、「精神科リハビリテーション学Ａ」、「精神科リハビリテーショ

ン学Ｂ」、「精神保健福祉援助技術総論Ａ」、「精神保健福祉援助技術総論Ｂ」、「精神保健

福祉援助技術各論Ａ」、「精神保健福祉援助技術各論Ｂ」、「精神保健福祉援助演習」、「精

神保健福祉援助実習」については、平成12年４月１日現在で２年次以上に在学する学生にも適

用する。 

附 則 

この学則は、平成13年９月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 平成14年３月31日以前に薬学部または歯学部もしくは看護福祉学部医療福祉学科に入学し、

引き続き在学する者については、従前の学則による。 

３ 平成14年度から平成17年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度  

 薬学部 

総合薬学科 520名 560名 600名 630名

歯学部 

歯学科 600名 600名 600名 600名

看護福祉学部 

看護学科 360名 360名 370名 380名

臨床福祉学科 100名 200名 290名 380名

医療福祉学科 

医療福祉専攻 260名 160名 80名 ０名

臨床心理専攻 190名 140名 70名 ０名

心理科学部 

臨床心理学科 60名 120名 195名 270名

言語聴覚療法学科 50名 100名 165名 230名

附 則 

この学則は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目中、「歯科医学基礎講義Ⅰ」、「歯科医学基

礎講義Ⅱ」、「歯科医学基礎講義Ⅲ」、「歯科医学研究Ａ」、「歯科医学研究Ｂ」、「歯科医

学研究Ｃ」については、平成17年４月１日現在で第２年以上に在学する学生にも適用する。 

附 則 

この学則は、平成17年７月１日から施行する。 

附 則 
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１ この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 平成18年３月31日以前に薬学部に入学し、引き続き在学する者については、従前の学則によ

る。 

３ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目中、「部分床義歯補綴学・同実習」、「全部

床義歯補綴学・同実習」については、平成18年４月１日現在で第２学年以上に在学する学生に

も適用する。 

４ 改正後の学則別表の心理科学部臨床心理学科科目中、「キャリア・プラニングⅠ」、「キャ

リア・プラニングⅡ」については、平成18年４月１日現在で第２学年以上に在学する学生にも

適用する。 

５ 平成18年度から平成23年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度  

 薬学部              

 薬学科 150名 300名 460名 620名 780名 940名

総合薬学科 470名 310名 150名 ０名 ０名 ０名

歯学部              

 歯学科 600名 600名 600名 600名 600名 600名

看護福祉学部              

 看護学科 380名 380名 380名 380名 380名 380名

臨床福祉学科 380名 380名 380名 380名 380名 380名

心理科学部              

 臨床心理学科 270名 270名 270名 270名 270名 270名

言語聴覚療法学科 230名 230名 230名 230名 230名 230名

附 則 

１ この学則は、平成19年４月１日から施行する。ただし、第51条第２項の規定は平成18年10月

１日より適用する。 

２ 改正後の学則第29条第２項及び別表の歯学部歯学科基礎教育科目並びに専門教育科目につい

ては、平成19年４月１日現在で２年から５年に在学する学生にも適用する。 

３ 第51条第１項の規定は平成19年４月１日以降に入学した学生から適用する。ただし、休学

者、復学者及び留年者については、当該学年の授業料を徴収する。 

附 則 

１ この学則は、平成20年４月１日から施行する。ただし、第51条第２項の規定は平成19年９月

１日より適用する。 

２ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目については、平成20年４月１日現在で第２学

年以上に在学する学生にも適用する。 

３ 改正後の学則別表の看護福祉学部（学部共通自由選択科目）については、平成20年４月１日

現在で第２学年以上に在学する学生にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 平成21年度から平成24年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度  

 薬学部          

 薬学科 620名 780名 940名 940名

総合薬学科 ０名 ０名 ０名 ０名

歯学部          

 歯学科 600名 600名 600名 600名
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看護福祉学部          

 看護学科 380名 380名 380名 380名

臨床福祉学科 380名 380名 380名 380名

心理科学部          

 臨床心理学科 265名 260名 265名 270名

言語聴覚療法学科 227名 224名 227名 230名

３ 改正後の学則別表の看護福祉学部臨床福祉学科の全学教育科目及び専門教育科目について

は、平成21年４月１日以降に３年次に編入する学生にも適用する。 

附 則 

この学則は、平成21年12月17日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目については、平成22年４月１日現在で第２学

年から第５学年に在学する学生にも適用する。 

３ 改正後の学則別表の看護福祉学部臨床福祉学科の「教職に関する科目」は、平成22年３月31

日以前に入学し、引き続き在学する者については、従前の学則による。 

附 則 

１ この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「解剖学・口腔解剖学」について

は、平成23年４月１日現在で第２学年に在学する学生にも適用し、専門教育科目を205.5単位修

得とする。 

３ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「口腔生命基礎科学」については、

平成23年４月１日現在で第３学年に在学する学生にも適用し、専門教育科目を203.5単位修得と

する。 

附 則 

１ 平成23年４月１日現在看護福祉学部看護学科第４学年に在学する学生は、学則別表の看護福

祉学部全学教育科目のうち、平成23年度１・２・３学年に適用される「法学」の授業題目のひ

とつとして開講される「日本国憲法」を履修することができる。 

２ 平成23年４月１日現在看護福祉学部看護学科第１ないし第３学年に在学する学生は、学則別

表の看護福祉学部全学教育科目のうち、平成23年度第１・２・３学年に適用される「法学」の

授業題目のひとつとして開講される「日本国憲法」を、学則別表の履修年次の経過後であって

も履修することができる。 

３ 平成23年夏期休業期間中に集中講義として開講された「日本国憲法」を履修した、看護福祉

学部看護学科に在学する学生は前二項により「日本国憲法」を履修したものとする。 

４ この学則は、平成23年９月22日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 平成24年度から平成28年度までの間の収容定員は、第４条第２項の規定にかかわらず次のと

おりとする。ただし、看護福祉学部看護学科、同臨床福祉学科、心理科学部臨床心理学科及び

同言語聴覚療法学科の平成27年度及び平成28年度の収容定員は第４条第２項に定めるところに

よる。 

  

 区分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度  

 薬学部            

 薬学科 950名 960名 970名 980名 990名

歯学部            

 歯学科 580名 560名 540名 520名 500名

看護福祉部     ― ―

看護学科 389名 398名 408名     
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 臨床福祉学科 369名 358名 348名     

 心理科学部     ― ―

臨床心理学科 277名 284名 294名     

 言語聴覚療法学科 238名 246名 253名     

３ 第51条第１項の規定は、平成24年４月１日以降に入学した者から適用する。ただし、休学

者、復学者及び留年者については、当該学年の授業料を徴収する。 

４ 改正後の学則別表の薬学部薬学科教育科目中専門教育科目については、平成24年４月１日現

在で第２学年から第４学年に在学する学生にも適用する。この場合、当該別表中「必修138.5単

位、選択31.5単位」とあるのは「必修140.5単位、選択29.5単位」とする。 

５ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目については、平成24年４月１日現在で第２学

年以上に在学する学生にも適用する。 

６ 改正後の学則別表の看護福祉学部看護学科教育科目中全学教育科目および専門教育科目につ

いては、平成24年４月１日以降に入学した者から適用する。ただし、平成24年３月31日以前に

入学した者で平成24年４月１日以降に復学した者及び留年者についても適用する。 

７ 改正後の学則別表の看護福祉学部臨床福祉学科教育科目中全学教育科目及び専門教育科目に

ついては、平成24年４月１日以降に入学した者から適用する。ただし、平成24年４月１日以降

に３年次に編入学する学生にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 平成25年度から平成28年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度  

 薬学部 

薬学科 960名 970名 980名 990名

歯学部 

歯学科 560名 540名 520名 500名

看護福祉学部 

看護学科 398名 408名 ― ―  

 臨床福祉学科 358名 348名 ― ―  

 心理科学部 

臨床心理学科 284名 294名 ― ―  

 言語聴覚療法学科 246名 253名 ― ―  

 リハビリテーション科学部 

理学療法学科 80名 165名 250名 ―  

 作業療法学科 40名 85名 130名 ―  

３ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、第２・３・４・５・６学年に配当さ

れる科目は、平成25年４月１日現在で第２・３・４・５・６学年に在学する学生に適用し、当

該学年以降にも配当する。 

４ 平成25年４月１日現在で第２学年から第６学年に在学する学生の卒業に必要な単位数は第29

条の規定にかかわらず次のとおりとする。 

  

 
区分 

全学教育科目 
専門教育科目 総計 

 

 （基礎教育科目）  

 第２学年 66.0単位 230.7単位 296.7単位  

 第３学年 60.0単位 230.7単位 290.7単位  

 第４学年 58.0単位 228.6単位 286.6単位  

 第５学年 58.0単位 226.5単位 284.5単位  

 第６学年 40.0単位 202.4単位 242.4単位  
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附 則 

この学則は、平成25年５月27日から施行し、平成25年４月１日現在で第１学年に在籍する学生

に適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成26年３月31日以前に入学し、引き続き在学する者については、従前の学則による。 

３ 改正後の学則別表の歯学部歯学科全学教育科目のうち、第２・３・４学年に配当される科目

については、平成26年４月１日現在で第２・３・４学年に在学する学生に適用する。 

４ 改正後の学則別表の看護福祉学部看護学科専門教育科目における実習科目の開講時期につい

ては、平成26年４月１日現在で第２・３・４学年に在学する学生にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日以前に心理科学部言語聴覚療法学科に入学し、引き続き在学する者につい

ては、従前の学則による。 

３ 平成27年度から平成29年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度  

 薬学部        

 薬学科 980名 990名 1,000名

歯学部 

歯学科 520名 500名 480名

看護福祉学部 

看護学科 ― ― ―  

 臨床福祉学科 ― ― ―  

 心理科学部 

臨床心理学科 ― ― ―  

 言語聴覚療法学科 200名 140名 70名

リハビリテーション科学部 

理学療法学科 250名 ― ―  

 作業療法学科 130名 ― ―  

 言語聴覚療法学科 60名 120名 190名

４ 改正後の第19条第４項の規定にかかわらず、平成27年３月31日において現に第１学年又は第

２学年に在籍する者の在学年限については、なお従前の学則による。 

５ 改正後の第29条第１項及び別表の薬学部薬学科教育科目全学教育科目並びに専門教育科目に

ついては、平成27年４月１日以降に入学した者から適用する。 

６ 全学教育科目の基礎科目「人文社会科目」の備考欄に記載した事項は、平成27年４月１日現

在で第２学年以上に在学する学生にも適用する。 

７ 「精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅰ」および「精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅱ」

「精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅲ」については、平成27年４月１日現在で第２学年に在

学する学生にも適用する。 

８ 「スクールソーシャルワーク論」の履修については、平成27年４月１日現在で第２学年に在

学する学生にも適用する。 

９ 改正後の学則別表のリハビリテーション科学部理学療法学科専門教育科目については平成27

年４月１日現在で第２学年以上に在学する学生にも適用する。 

10 改正後の学則別表のリハビリテーション科学部作業療法学科専門教育科目については平成27

年４月１日現在で第２学年以上に在学する学生にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行する。 
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２ 「精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅰ」「精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅱ」につい

ては、平成28年度４月１日現在で臨床福祉学科第２学年・第３学年に在学する学生にも適用す

る。 

３ 「スクールソーシャルワーク論」「スクールソーシャルワーク演習」および「スクールソー

シャルワーク実習指導」については、平成28年４月１日現在で臨床福祉学科第２学年・第３学

年に在学する学生にも適用する。 

４ 平成27年４月１日施行の改正学則附則第５項の規定にかかわらず、当該改正学則第29条第１

項及び別表の薬学部薬学科教育科目全学教育科目並びに専門教育科目の規定は、平成27年３月

31日以前に薬学部薬学科に入学し、平成27年４月１日以降に入学した者と同一学年になった者

にも適用する。 

５ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「外科・整形外科学」については、

平成28年３月31日以前に歯学部歯学科に入学し、平成28年４月１日現在で第１学年から第３学

年に在学する学生にも適用する。この場合、専門教育科目を235.2単位修得する。 

６ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「海外臨床研修Ａ」、「海外臨床研

修Ｂ」については、平成28年３月31日以前に歯学部歯学科に入学し、平成28年４月１日現在で

第１学年から第４学年に在学する学生にも適用する。 

７ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「海外臨床実習Ａ」、「海外臨床実

習Ｂ」については、平成28年３月31日以前に歯学部歯学科に入学し、平成28年４月１日現在で

第１学年から第５学年に在学する学生にも適用する。 

８ 改正後の学則別表の心理科学部臨床心理学科専門教育科目については、平成28年４月１日以

降に入学した者から適用する。 

９ 改正後の第19条第３項の規定は、施行日に在学する学生にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 第51条第１項の規定は、平成29年４月１日以降に入学した者から適用する。ただし、休学

者、復学者及び留年者については、当該学年の授業料を徴収する。 

３ 改正後の学則別表の歯学部歯学科全学教育科目及び専門教育科目については、平成29年４月

１日現在で第１学年・第２学年に在学する学生にも適用する。この場合、全学教育科目を58.0

単位、専門教育科目を239.2単位修得する。 

４ 改正後の学則別表の歯学部歯学科専門教育科目のうち、「医療コミュニケーション」につい

ては、平成29年４月１日現在で第３学年に在学する学生にも適用する。 

５ 改正後の学則別表のリハビリテーション科学部言語聴覚療法学科専門教育科目については、

平成29年４月１日現在で第２学年に在学する学生にも適用する。 

６ 改正後の学則別表の薬学部薬学科教育科目全学教育科目「自然科学入門」については、平成

29年３月31日以前に薬学部薬学科に入学し、平成29年４月１日以降に入学した者と同一の学年

になった者にも適用し、薬学部専門教育科目「医療薬学Ⅰ実習」については、平成29年４月１

日現在で第１学年から第３学年に在学する者にも適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年度から平成33年度までの間の収容定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

  

 区分 平成31年度 平成32年度 平成33年度   

 医療技術学部 

 臨床検査学科 60名 120名 180名   
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別表 

薬学部薬学科教育科目 

全学教育科目 

  

 

種類 
科目区

分 
授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 
  導入科

目 

基礎ゼミナ

ール 
 ２  30           

１科目

２単位

修得 

 

   文章指導  ２  30            

        ２ 30               

     人間と思想  ２ 30               

        ２   30             

 教養教

育 
     ２   30          

３科目

６単位

修得 

 

 
  

教養科

目 
人間と文化  ２   30          

 

        ２    30          

        ２  30              

     人間と社会  ２  30              

        ２    30            

     
英語Ⅰ 

１  30               

     １    30             

     
英語Ⅱ 

１   30              

   外国語

科目 

１     30            

   
フランス語 

 １  30              

      １   30             

     
ドイツ語 

 １  30              

      １   30             

   健康・

運動科

学科目 

運動科学演

習 

１  30               

 
   １  30             

 

 

基礎教

育 

情報科

学科目 
情報科学 ２   30             

 

   数学 ２  30               

   物理学 ２  30               

     
化学 

２  30               

     ２   30              

       ２  30               

   自然科

学科目 

生物学 ２   30              

                      

        １ 30               

     自然科学入

門 

 １  30              

      １ 30               

        １ 30               

     自然科学実 ３  135              
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験 

 
    

個体差健康

科学 
２  30              

 

 

医療基

盤教育 

医療基

盤科目 
地域連携 

２  30               

 

 

［

２

］ 

  30 30         

 

     医療倫理 ２    30             

 ・全学教育科目38単位以上修得（必修28単位、選択10単位）  

 ・単位数欄が［ ］の科目は、卒業単位に含まない。  

 ・授業科目について配当単位の記載が複数ある場合は、複数の授業題目により行われること

を示し、それぞれの授業題目を一つの授業科目として履修することができる。 

 

 

専門教育科目 

１ 必修科目 

  

 

系 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

    分析化学Ⅰ １   20              

    分析化学Ⅱ ２    30             

    無機薬化学 １    20             

  物理 物理化学Ⅰ ２    30             

    物理化学Ⅱ ２     30            

    機器分析学 ２      30           

    放射薬品学 ２       30          

    薬用植物学 １   20              

    基礎有機化学 １   20              

    生薬学 １    20             

    有機薬化学Ⅰ ２    30             

 薬

学

基

礎 

化学 有機薬化学Ⅱ ２     30            

   有機化学演習 １     30            

   有機薬化学Ⅲ ２      30           

   生体分子の化学 １       20          

    医薬品化学 １        20         

    解剖生理学Ⅰ １  20               

    解剖生理学Ⅱ １   20              

    解剖生理学Ⅲ １    20             

    基礎生化学 １    20             

  生物 微生物学 １    20             

    臨床微生物学 １     20            

    代謝生化学 １     20            

    分子細胞生物学 ２      30           

    免疫学 ２       30          

    環境衛生学 ２     30            

 衛

生

  公衆衛生学 ２      30           

 衛生 衛生化学 １      20           
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 薬

学 

毒性学 １      20           

   食品衛生学 ２       30          

    毒性影響と評価 １        20         

    病態生理総論 １    20             

    薬理学総論 １    20             

    診断学 １     20            

    薬物療法学Ⅰ １     20            

    薬物療法学Ⅱ １      20           

  薬理

／病

態／

薬物

治療 

薬物療法学Ⅲ １      20           

  薬物療法学Ⅳ １      20           

  

薬物療法学Ⅴ １      20        

   

 医

療

薬

学 

  薬物療法学Ⅵ １       20          

   薬物療法学Ⅶ １       20          

   薬物療法学Ⅷ １       20          

   医薬品安全 １        20         

    臨床検査医学 １        20         

    製剤学 １    20             

    製剤工学 ２     30            

    生物薬剤学Ⅰ ２      30           

  薬剤 生物薬剤学Ⅱ １       20          

    薬物速度論 １       20          

    薬物送達学 １        20         

    臨床薬物動態学 ２        30         

    実務薬学入門 １     20            

    医薬品情報学 １     20            

 実

務

薬

学

／

社

会

薬

学

／

他 

実務 実務薬学Ⅰ ２       30          

 実務薬学Ⅱ ２        30         

   地域医療学 ２         30        

   薬剤疫学 １         20        

 法制 社会薬学Ⅰ １       20          

 社会薬学Ⅱ １        20         

   基礎薬学概論 １  20               

 その

他 医療薬学概論 １   20           

   

  薬学英語Ⅰ １      30           

    薬学英語Ⅱ １         30        

    実務実習前実践

演習Ⅰ 
２         60     

   

  実践 実務実習前実践

演習Ⅱ 
２         60     

   

    実務実習前実践

演習Ⅲ 
２         60     

   

    基礎薬学複合演

習Ⅰ＊ 
１            30  
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    基礎薬学複合演

習Ⅱ＊ 
１            30  

   

 統

合

演

習 

  基礎薬学複合演

習Ⅲ＊ 
１            30  

   

 複合 衛生薬学複合演

習＊ 
１            30  

   

   医療薬学複合演

習Ⅰ＊ 
１            30  

   

   医療薬学複合演

習Ⅱ＊ 
１            30  

   

   実務社会薬学複

合演習＊ 
１            30  

   

    基礎薬学総合演

習 
３             90 

   

    衛生薬学総合演

習 
２             60 

   

  総合 医療薬学総合演

習Ⅰ 
３             90 

   

    医療薬学総合演

習Ⅱ 
２             60 

   

    実務社会薬学総

合演習 
３             90 

   

    基礎薬学Ⅰ実習 ２     90            

    基礎薬学Ⅱ実習 ２     90            

    衛生薬学実習 ２      90           

 実

習 

基本 基礎薬学Ⅲ実習 ２       90          

   医療薬学Ⅰ実習 ２       90          

   医療薬学Ⅱ実習 ２        90         

    医療薬学Ⅲ実習 ４         180        

  実務 実務実習（病

院） 
10         450   

   

  実務実習（薬

局） 
10         450   

   

 研究 総合薬学研究 10          450    

２ 選択科目 

  

 

系 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

    医療推計学  １     20           

    有機構造分析学  １      20          

    局方試験法  １      20          

 
 
基礎

選択 
生体機能診断学  １       20        

 

    臨床薬理学  １       20         

    遺伝子工学  １       20         

    漢方薬学概論  １       20         
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    薬学特別演習Ⅰ  １   30            

    薬学特別演習Ⅱ  １     30          

    薬学特別演習Ⅲ  １     30          

    薬学特別演習Ⅳ  １       30         

 

   

医療福祉活動演

習（コミュニケ

ーション） 

 １   30   

 

 

専

門

選

択

科

目 

オリ

ジナ

ル選

択 

医療福祉活動演

習（福祉） 
 １   30   

 

 医療福祉活動演

習（在宅） 
 １   30   

 

 

  

グローバルコミ

ュニケーション

Ⅰ 

 １ 30   

 

 

  

グローバルコミ

ュニケーション

Ⅱ 

 １ 30   

 

 

  薬学基礎研究Ⅰ  

［

１

］ 

  30           

 

 

   薬学基礎研究Ⅱ  

［

１

］ 

    30         

 

 

   薬学基礎研究Ⅲ  

［

１

］ 

      30        

 

 
   

応用有機化学特

論＊ 
 １       20        

 

 
   

応用物理化学特

論＊ 
 １       20        

 

 
   

応用生物学特論

＊ 
 １       20        

 

 
   

応用衛生学特論

＊ 
 １       20        

 

    臨床栄養学＊  １           20     

 
 
アド

バン

スト

選択 

臨床画像解析学

＊ 
 １           20    

 

 
 処方解析演習＊  １           30    

 

    看護実践学＊  １           20     

 
   

フィジカルアセ

スメント＊ 
 １           20    

 

 
   

レギュラトリー

サイエンス＊ 
 １           20    

 

 
   

ヘルスエコノミ

クス＊ 
 １           20    

 

 ・専門教育科目164単位以上修得  

 （必修108単位、選択10単位、実習16単位、実務実習20単位、総合薬学研究10単位）  
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 ・単位数欄が［ ］の科目は、卒業単位に含まない。  

 ・＊は、アドバンスト教育科目を示す。  

 ・全学教育科目及び専門教育科目を総計202単位以上修得  

 （必修136単位、選択20単位、実習16単位、実務実習20単位、総合薬学研究10単位）  

 

歯学部歯学科〈全学教育科目〉 

  

 

種類 
科目区

分 

授業科

目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 教養教

育 

導入科

目 

基礎ゼ

ミナー

ル 

２   30           
   

     ２  30               

       ２   30              

   教養科

目 

人間と

思想 
 ２ 30            

２授業

科目４

単位以

上修得 

 

     人間と

文化 
 ２ 30            

 

      ２ 30               

     人間と

社会 

 ２  30              

      ２  30              

     自然と

科学 
 ２  30           

   

 基礎教

育 

外国語

科目 

英語Ⅰ 
１  30            

   

     １   30              

     英語Ⅱ １  30               

       １   30              

       １    30             

       １     30            

     英語Ⅲ  １     30        １単位

修得 

 

        １      30        

     フラン

ス語 

 １  30           １授業

科目２

単位修

得 

 

      １   30           

     ドイツ

語 
 １  30           

 

        １   30             

   健康・

運動科

学科目 

健康・

運動科

学演習 

１  30               

   
１   30           

   

   情報科

学科目 

情報処

理演習 
１  30            

   

     統計学 ２  30               

       ２   30              

   自然科

学科目 

物理学 ２  30               

     ２   30              

     化学 ２  30               
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     生物学 ２  30               

       ２   30              

     自然科

学入門 

２  30               

     ２  30               

       ２  30               

     自然科

学実験 
４  60 60           

   

 医療基

盤教育 

医療基

盤科目 

個体差

健康科

学 

２  30            

   

     地域連

携 
 

(２

) 
30            

   

     医療倫

理 
２   30           

   

     多職種

連携 

２  30               

     ２    30             

       ２      30           

       ２        30         

 全学教育科目 合計58単位修得（うち必修51単位）  

＊単位数欄が（ ）の場合は、卒業単位に含まない。 

 

歯学部歯学科専門教育科目 

  

 

授業科目 

単

位 

開講年次・時間数 

計 備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  

 前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 専門教育

科目 

歯学概論 
２ 30 30           60 

   

   歯の解剖学 １ 30            30    

   歯の解剖学実習 ２  60           60    

   人体構造科学 ２ 30            30    

   人体機能科学 ２ 30            30    

   材料科学 １  30           30    

   組織学・口腔組

織学 
４   120          120 

実習を含

む。 

 

   解剖学・口腔解

剖学 
７   60 60         120 

   

   同実習    90          90    

   人体発生学 １    30         30    

   生理学・口腔生

理学 
５   60 90         150 

実習を含

む。 

 

   生化学・口腔生

化学 
５   60 90         150 

実習を含

む。 

 

   微生物学・口腔

微生物学 
５   60 30         90 

   

   同実習     60         60    

   歯科理工学 ５   30 60         90    
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   同実習     60         60    

   薬理学・歯科薬

理学 
５     90 60       150 

実習を含

む。 

 

   病理学・口腔病

理学 
５     60 40       100 

   

   同実習       50       50    

   臨床口腔病理学 ２       40      40    

   同実習        20      20    

   口腔衛生学 
６     60 120       180 

実習を含

む。 

 

   保存修復学 ６     30 30       60    

   同実習      30 90       120    

   歯内療法学 ３       30      30    

   同実習        60      60    

   歯周治療学 ４       30 30     60    

   同実習         60     60    

   歯冠補綴学 ４     30        30    

   同実習      90        90    

   橋義歯補綴学 ５      60       60    

   同実習       90       90    

   部分床義歯補綴

学 
４        30     30 

   

   同実習         90     90    

   全部床義歯補綴

学 
４       60      60 

   

   同実習        60      60    

   口腔外科学Ⅰ ３       60 30     90    

   口腔外科学Ⅱ ３       60 30     90    

   歯科矯正学 ４       60      60    

   同実習         60     60    

   小児歯科学 ４       30 30     60    

   同実習         60     60    

   歯科放射線学 ３       30 60     90    

   歯科麻酔学 ２       30 30     60    

   外科・整形外科

学 
0.5      16       16 

   

   内科学 ２       60      60    

   その他の隣接医

学 
1.3         40    40 

   

   （耳鼻咽喉科

学、眼科学、小

児科学、産婦人

科学、皮膚科

学） 

              

   

   遺伝子科学入門 ２  30           30    

   医事法学 ２    30         30    

   医療コミュニケ

ーション 
１      30       30 

   

   社会歯科学 １        30     30    
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   歯科医療行動科

学 
１        30     30 

   

   法医・歯学 0.8         24    24    

   歯科医療福祉論 0.5         14    14    

   歯科医療管理学 0.4         12    12    

   歯科材料学統合

実習 
１   30          30 

   

   材料学臨床総合

演習 
２     30 30       60 

   

   病態遺伝学 １     30        30    

   歯科診療の基礎 ２     60        60    

   口腔生命基礎科

学 
２     30 30       60 

   

   高齢者歯科学 0.9         28    28    

   障害者歯科学 0.7         22    22    

   口腔インプラン

ト学 
0.6         18    18 

   

   臨床検査学 0.5         16    16    

   臨床基礎学 4.3          128   128    

   医歯学統合講義 １         30    30    

   臨床実習Ⅰ 45.

6 
        

120

0 
850   

205

0 

   

   臨床実習Ⅱ 7.8           350  350    

   歯科医学総合講

義Ⅰ 

10.

3 
       308     308 

   

   歯科医学総合講

義Ⅱ 
38           705 435 

114

0 

   

   歯科医学研究Ａ (１

) 
    (30)       

(30

) 

   

   歯科医学研究Ｂ (１

) 
      (30)     

(30

) 

   

   歯科医学研究Ｃ (１

) 
        (30)   

(30

) 

   

   海外臨床研修Ａ (１

) 
     (30)      

(30

) 

   

   海外臨床研修Ｂ (２

) 
     (60)      

(60

) 

   

   海外臨床実習Ａ (１

) 
        (30)   

(30

) 

   

   海外臨床実習Ｂ (２

) 
        (60)   

(60

) 

   

 専門教育科目239.2単位修得  

＊単位欄の（ ）は自由選択科目であり、卒業単位には含まない。 

 

看護福祉学部〈全学教育科目〉 

  

 

分類 科目区分 授業科目 

開講年次・時間数 

備考 

 

 単位数 １年 ２年 ３年 ４年  

 必 選 前 後 前 後 前 後 前 後  
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修 択 期 期 期 期 期 期 期 期 

 教養教

育 

導入科目 基礎ゼミナー

ル 

 ２ 30        ２単位以上修得  

     文章指導  ２ 30           

        ２  30          

   教養科目 人間と思想  ２ 30        ３授業科目６単

位以上修得 

 

        ２  30        

     人間と文化  ２ (30

) 

          

        ２  30          

     人間と社会  ２  (30

) 

         

 基礎教

育 

外国語科目 英語Ⅰ １    30      必修科目を含め

６単位以上修得 

 

        １    30      

     英語Ⅱ １  30           

       １   30          

        １   30         

        １    30        

     フランス語  １ 30           

        １  30          

     ドイツ語  １ 30           

        １  30          

     中国語  １ 30           

        １  30          

     韓国語  １ 30           

        １  30          

   健康・運動科

学科目 

健康・運動科

学 

 ２ 30        看護学科は必修

科目を含め８単

位以上修得 

臨床福祉学科は

必修科目を含め

６単位以上修得 

 

     健康・運動科

学演習 

 １  30        

   情報科学科目 情報科学  ２  30        

     情報処理演習 １  30         

     統計学 ２  30         

   自然科学科目 物理学  ２  30          

     化学  ２ 30           

     生物学  ２ 30           

   人文社会科目 社会学  ２ 30        看護学科は８単

位以上修得 

臨床福祉学科は

10単位以上修得 

 

     経済学  ２ 30         

        ２   30       

     法学  ２ 30         

        ２  30          

     人類学  ２  30          

        ２   30         

     心理学  ２ 30           

 医療基

盤教育 

医療基盤科目 個体差健康科

学 

２  30        必修科目を含め

２単位以上修得 
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   地域連携  ２ (30

) 

        

     多職種連携  １     30       

 全学教育科目 合計32単位以上修得（うち必修、看護学科８単位、臨床福祉学科８単位）  

＊時間数を（ ）で記載している授業科目は、当該期（前期又は後期）に複数の授業題目によ

り行われる場合があることを示す。 

 

〈看護学科 専門教育科目〉 

  

 

分類 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 

計 

 

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 Ⅰ 看護学原論 ２  30        30 必修科目12単位

以上 

 

   人間発達論 ２  30        30    

   看護福祉学入門 ２   30       30    

   臨床心理学 ２   30       30    

   看護倫理 ２      30    30    

   看護管理論 ２         30 30    

   コミュニケーション論  ２   30      30    

 Ⅱ 社会福祉概論 ２  30        30 必修科目８単位

以上 

 

   家族関係論 ２   30       30    

   公衆衛生学 １    30      30    

   疫学 １     30     30    

   保健統計 １      30    30    

   保健医療福祉行政論Ⅰ １     15     15    

 Ⅲ 医学原論 １  30        30 必修科目20単位

以上 

 

   人体構造機能学Ⅰ １  30        30    

   人体構造機能学Ⅱ １  30        30    

   人体構造機能学Ⅲ １   30       30    

   人体構造機能学Ⅳ １   30       30    

   人体構造機能学演習 １    30      30    

   生化学 １   30       30    

   微生物学 １   30       30    

   薬理学 １    30      30    

   病理学Ⅰ １   30       30    

   病理学Ⅱ １    30      30    

   食物学 １    30      30    

   成人病態論Ⅰ １    30      30    

   成人病態論Ⅱ １     30     30    

   成人病態論Ⅲ １      30    30    

   小児病態論 １     30     30    

   母性病態論 １     30     30    

   精神病態論 １     30     30    

   老年病態論 １     30     30    
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   リハビリテーション法 １     30     30    

 Ⅳ 看護技術論 １   30       30 必修科目60単位

以上 

 

   看護技術基礎演習 １   30       30    

   看護技術各論Ⅰ １    30      30    

   看護技術各論Ⅱ １     30     30    

   看護技術演習Ⅰ １    30      30    

   看護技術演習Ⅱ １     30     30    

   母性看護学 ２    30      30    

   母性看護学演習 １      30    30    

   小児看護学 ２     30     30    

   小児看護学演習 １      30    30    

   成人看護学 ２   30       30    

   成人看護各論Ⅰ １    30      30    

   成人看護各論Ⅱ １     30     30    

   成人看護各論Ⅲ １      30    30    

   成人看護学演習 １      30    30    

   がん看護学 ２      30    30    

   老年看護学 ２    30      30    

   老年看護学演習 １      30    30    

   精神看護学 ２     30     30    

   精神看護学演習 １      30    30    

   在宅看護学 ２     30     30    

   在宅看護学各論 １     30     30    

   在宅看護学演習 １      30    30    

   公衆衛生看護学概論 ２    30      30    

   公衆衛生看護活動展開論

Ⅰ 

１     15     15    

   公衆衛生看護活動展開論

Ⅱ 

 ２     30    30 公衆衛生看護活

動展開論Ⅱ・

Ⅲ、公衆衛生看

護管理論は、保

健師養成コース

必修 

 

   公衆衛生看護活動展開論

Ⅲ 

 ２     30    30  

   公衆衛生看護管理論  １        15 15    

   クリティカルケア  １     15    15    

   皮膚・排泄ケア  １       15  15    

   感染管理  １        15 15    

   看護実践演習 １      30    30    

   基礎看護学実習 ３     135     135    

   母性看護学実習 ２       90   90    

   小児看護学実習 ２       90   90    

   成人看護学実習Ⅰ ４       180   180    

   成人看護学実習Ⅱ ４        180  180    

   老年看護学実習 ４       180   180    

   精神看護学実習 ２       90  90    

   在宅看護学実習 ２       90  90    
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   卒業研究 ３        30 60 90    

 保健師

教育課

程 

公衆衛生看護活動展開論

Ⅳ 

  ２       60  60 

 

  
 

 公衆衛生看護活動展開論

Ⅴ 

  ２        60 60    

   健康教育論   ２        60 60  保健師養成コ

ースは13単位

すべて必修 

 

   保健医療福祉行政論Ⅱ   ２        30 30  

   公衆衛生看護学実習   ５        225 225    

 自由選

択科目 

看護総合講義   ２        30 30 自由選択科目  

 専門教育科目 合計100単位以上修得  

 看護学科 合計132単位以上修得  

 

〈臨床福祉学科 専門教育科目〉 

  

 

分類 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 

計 

 

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 Ⅰ 社会福祉原論 ４    30 30     60    

   看護福祉学入門 ２   30       30    

   社会心理学  ２   30      30    

   ソーシャルワーク入門 ２   30       30    

   福祉哲学と倫理  ２       30  30    

   介護コミュニケーション

論 

 ４   30 30     60    

   コミュニケーション論  ２   30      30    

   臨床福祉学導入演習 １  30        30    

 Ⅱ 社会保障論 ４    30 30     60    

   公的扶助論 ２    30      30    

   地域福祉論 ４    30 30     60    

   児童福祉論  ２    30     30    

   障害者福祉論  ２    30     30    

   家族福祉論  ２     30    30    

   高齢者福祉論Ⅰ  ２   30      30    

   高齢者福祉論Ⅱ  ２    30     30    

   医療福祉論  ２     30    30    

   医療ソーシャルワーク実

践論 

 ２      30   30    

   スクールソーシャルワー

ク論 

 ２     30    30    

   精神保健福祉論Ⅰ  ２    30     30    

   精神保健福祉論Ⅱ  ２     30    30    

   精神保健福祉論Ⅲ  ２      30   30    

   福祉行財政・福祉計画論 ２     30     30    

   民法  ２     30    30    

   行政法  ２       30  30    
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 Ⅲ 医学一般 ２    30      30    

   医学原論  １ 30        30    

   精神医学Ⅰ  ２   30      30    

   精神医学Ⅱ  ２    30     30    

   精神保健学Ⅰ  ２    30     30    

   精神保健学Ⅱ  ２     30    30    

   公衆衛生学  ２  30       30    

   薬理学  ２    30     30    

   リハビリテーション論  ２     30    30    

   保健医療福祉情報論  ２     30    30    

   障害基礎医学  ２    30     30    

   心身機能構造論  ２     30    30    

   認知症ケア論  ２   30      30    

 Ⅳ ソーシャルワーク論Ⅰ  ４ 30 30       60    

   ソーシャルワーク論Ⅱ  ４   30 30     60    

   ソーシャルワーク論Ⅲ  ４     30 30   60    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク論 

 ２   30      30    

   社会福祉調査法  ２     30    30    

   社会福祉運営管理論  ２     30    30    

   就労支援論  １      15   15    

   権利擁護・成年後見制度

論 

２        30  30    

   更生保護制度論  １       15  15    

   ソーシャルワーク演習Ⅰ １   30       30    

   ソーシャルワーク演習Ⅱ ２    30 30     60    

   ソーシャルワーク演習Ⅲ  ２     30 30   60    

   ソーシャルワーク基礎実

習指導 

0.5    15     15    

   ソーシャルワーク基礎実

習 

１    40     40    

   ソーシャルワーク実習指

導 

 ２     45 45   90    

   ソーシャルワーク実習  ４      180   180    

   介護概論Ⅰ  ４ 30 30       60    

   介護概論Ⅱ  ４   30 30     60    

   介護概論Ⅲ  ４     30 30   60    

   生活支援技術論Ⅰ  ４ 30 30       60    

   生活支援技術論Ⅱ  ４   60      60    

   生活支援技術論Ⅲ  ４    60     60    

   生活支援技術論Ⅳ  ２     30    30    

   生活支援技術論Ⅴ   ４     60    60    

   生活支援技術論Ⅵ   ２       30  30    

   医療的ケア   ７     75 30   105    

   実地研修Ⅰ   0.5       15 15    

   実地研修Ⅱ   0.5       15 15    

   実地研修Ⅲ   0.5       15 15    
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   実地研修Ⅳ   0.5       15 15    

   実地研修Ⅴ   0.5       15 15    

   介護過程論Ⅰ   ２  30       30    

   介護過程論Ⅱ   ４   30 30     60    

   介護過程論Ⅲ   ４     30 30   60    

   介護総合演習Ⅰ   １ 15 15       30    

   介護総合演習Ⅱ   １    30     30    

   介護総合演習Ⅲ   １     15 15   30    

   介護総合演習Ⅳ   １       30  30    

   介護実習Ⅰ   １ 45        45    

   介護実習Ⅱ   ３    135     135    

   介護実習Ⅲ   ２      90   90    

   介護実習Ⅳ   ４       180  180    

   精神保健福祉の理論と方

法Ⅰ 

  ４     30 30   60    

   精神保健福祉の理論と方

法Ⅱ 

  ４       30 30 60    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク演習Ⅰ 

 １      30   30    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク演習Ⅱ 

 １       30  30    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク実習 

  ５      210  210    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク実習指導Ⅰ 

  １      45   45    

   精神保健福祉ソーシャル

ワーク実習指導Ⅱ 

  １       45  45    

   ソーシャルワーク応用実

習 

  ４       180  180    

   ソーシャルワーク応用実

習指導Ⅰ 

  0.5      15   15    

   ソーシャルワーク応用実

習指導Ⅱ 

  １       45  45    

   臨床福祉専門演習Ⅰ １       30   30    

   臨床福祉専門演習Ⅱ ２        30 30 60    

   卒業論文 ４        30 30 60    

   社会福祉研究法 １       15   15    

   臨床福祉総合講義  ４       30 30 60    

   現代社会論  ２        30 30    

 スクー

ルソー

シャル

ワーク

教育課

程 

スクール（学校）ソーシ

ャルワーク演習 
 １     30   30   

 

 スクール（学校）ソーシ

ャルワーク実習指導 
 ２       30 30   

 

   スクール（学校）ソーシ

ャルワーク実習 
 ２       80 80   

 

 専門教育科目 合計98単位以上修得  
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 臨床福祉学科 合計130単位以上修得  

 

看護福祉学部臨床福祉学科〈教職に関する科目〉 

※（注）教職課程履修者のみ適用 

  

 

授業科目 
単位数 

開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

 

 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

 教職入門 ２     30             30    

 教育原理 ２     30             30 教育課程

の意義及

び編成の

方法を含

む 

 

 教育心理学 ２     30             30    

 教育社会学 ２     30             30    

 福祉科教育法   ４         60     60 該当教科

の指導法

について

１科目選

択必修 

 

 公民科教育法   ４         60     60  

 特別活動の指導法 ２       30           30    

 教育の方法と技術 ２         30         30    

 生徒指導・進路指導論 ２         30         30    

 教育相談の理論と方法 ２         30         30    

 精神医学Ⅰ   ２         30       30    

 教育実習指導 ２             30   30    

 教育実習 ２               90   90    

 教職実践演習（高） ２                 60 60    

 

看護福祉学部臨床福祉学科〈教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目〉 

※（注）教職課程履修者のみ適用 

  

 

授業科目 
単位数 

開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

 

 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

 法学（日本国憲法） ２   30               30    

 健康・運動科学論（運動

科学論） 

  ２ 30               30 ２科目の

うち１科

目以上選

択必修 

 

 健康・運動科学論（運動

科学演習） 

  １   30             30  

 英語Ⅰ（オーラル・イン

グリッシュＡ） 

１       30           30    

 英語Ⅱ（英語Ｂ） １     30             30    

 情報処理演習（情報処理

演習） 

１   30               30    

 情報科学（情報科学）   ２   30             30 ２科目の

うち１科

 

 保健医療福祉情報論   ２         30       30  
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目以上選

択必修 

 

看護福祉学部臨床福祉学科〈教職又は教科に関する科目〉 

※（注）教職課程履修者のみ適用 

  

 

授業科目 
単位数 

開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

 

 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

 個体差健康科学   ２ 30               30    

 スクールソーシャルワー

ク論 

  
２         30       30   

 

 スクールソーシャルワー

ク演習 

  
１         30     30   

 

 就労支援論   １           15     15    

 学校教育の課題   ２             30   30    

 

＜特別支援教育に関する科目（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）＞ 

※（注）教職課程履修者のみ適用 

  

 

授業科目 
単位数 

開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

 

 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

 特別支援教育論 ２         30         30    

 知的障害者の心理・生

理・病理 

２         30         30    

 肢体不自由者の心理・生

理・病理 

２         30         30    

 病弱者の心理・生理・病

理 

２         30         30    

 障害児教育の指導法 ２           30       30    

 統合教育 ２           30       30    

 知的・発達障害教育 ２           30       30    

 肢体不自由教育 ２             30     30    

 病弱教育 ２             30     30    

 視覚障害児教育論 ２             30     30    

 発達障害児教育論 ２               30   30    

 言語障害児教育論 ２               30   30    

 自立活動支援法   ２             30   30    

 重複障害児の指導法   ２       30         30    

 特別支援教育実習指導 ２               30 30 事前・事

後 

 

 特別支援教育実習 ２               90 90  

 

心理科学部＜全学教育科目＞ 

  

 

種類 科目区分 授業科目名 
単位数 

開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必 選 前 後 前 後 前 後 前 後  
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修 択 期 期 期 期 期 期 期 期 

 教養教

育 

導入科目 基礎ゼミナ

ール 

２  30           

     文章指導  ２ 30           

   教養科目 人間と思想  ２ (30

) 

       ４授業科目８単位

以上修得 

 

        ２  (30

) 

       

        ２   (30

) 

        

         ２       (30

) 

           

     人間と文化  ２ (30

) 

          

        ２  (30

) 

         

        ２   (30

) 

        

        ２    (30

) 

       

     人間と社会  ２ (30

) 

          

        ２  (30

) 

         

        ２   (30

) 

        

        ２    (30

) 

       

     自然と科学  ２ (30

) 

          

        ２  (30

) 

         

        ２   (30

) 

        

        ２    (30

) 

       

 基礎教

育 

外国語科目 英語Ⅰ １  (30

) 

       ２単位修得  

       １   (30

) 

         

     英語Ⅱ １    (30

) 

     ２単位修得  

       １     (30

) 

       

     英語Ⅲ  １ (30

) 

          

        １  (30

) 
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        １   (30

) 

        

        １    (30

) 

       

        １     (30

) 

      

        １      (30

) 

     

     フランス語  １ (30

) 

          

        １  (30

) 

         

        １   (30

) 

        

        １    (30

) 

       

     ドイツ語  １ (30

) 

          

        １  (30

) 

         

        １   (30

) 

        

        １    (30

) 

       

   情報科学科目 情報科学  ２  30          

     情報処理演

習 

１  (30

) 

       ２単位修得  

     統計学 ２  30           

   健康・運動科

学科目 

健康・運動

科学 

 ２ 30           

 医療基

盤教育 

医療基盤科目 個体差健康

科学 

２  (30

) 

          

   地域連携  ２ (30

) 

          

        ２  (30

) 

         

        ２   (30

) 

        

        ２    (30

) 

       

     医療倫理  ２ (30

) 

          

        ２  (30

) 

         

        ２   (30

) 

        

        ２    (30

) 
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 全学教育科目 合計27単位以上修得（うち必修12単位）  

＊時間数を（ ）に設定している授業科目は、複数の授業題目により行われる場合があること

を示す。 

 

〈臨床心理学科 専門教育科目〉 

  

 

種類 科目区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

時間

数 
備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 臨床心

理専門

科目 

心理科学基

礎 

心理学Ⅰ ２  30        30    

   心理学Ⅱ ２  30        30    

     臨床心理学 ２   30       30    

     心理学基礎

実験 

２    90      90    

     心理学の歴

史 

２      30    30    

     心理情報処

理 

 ２     30    30    

     言語心理学 ２     30     30    

     生理心理学 ２    30      30    

     神経心理学  ２    30     30    

     思考心理学 ２     30     30    

     臨床心理学

特別講義 

 ２        30 30    

     心理科学基

礎Ⅰ 

 １ 15        15    

     心理科学基

礎Ⅱ 

 １  15       15    

     心理科学基

礎Ⅲ 

 １   15      15    

     心理科学基

礎Ⅳ 

 １    15     15    

   医科学 解剖学  ２ 30        30    

     生理学  ２  30       30    

     遺伝学  ２    30     30    

     小児科学  ２   30      30    

     内科学  ２   30      30    

     医学総論 １   15       15    

     臨床薬理学  １     15    15    

     行動神経科

学 

 １     15    15    

     脳科学 ２     30     30    

   経験と成長 学習心理学 ２     30             30    

     行動学 ２   30               30    

     発達心理学

Ⅰ 

２       30           30    
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     発達心理学

Ⅱ 

２         30         30    

     老年心理学 ２           30       30    

     教育心理学 ２      30    30    

   個人と社会 社会心理学 ２     30             30    

     人格心理学 ２         30         30    

     自我心理学 ２             30     30    

     ジェンダー

論 

  ２       30         30    

     環境心理学   ２       30         30    

     公衆衛生学  ２      30   30    

     リハビリテ

ーション概

論 

 ２      30   30    

     社会福祉概

論 

 ２     30    30    

     キャリア・

プランニン

グⅠ 

２    30      30    

     キャリア・

プランニン

グⅡ 

 ２    30     30    

     キャリア・

プランニン

グⅢ 

 ２     30    30    

     キャリア・

プランニン

グⅣ 

 ２      30   30   

  

 

     行動経済学

Ⅰ 

 ２    30     30  

     行動経済学

Ⅱ 

 ２     30    30  

     ソーシャル

ワーク概論 

 ２      30   30  

   臨床実践の

基礎 

コミュニケ

ーション実

践論 

 ２  30       30    

     災害心理学 ２  30        30    

     精神医学 ２    30      30    

     発達臨床心

理学 

２     30     30    

     障害者心理

学 

２      30    30    

     異常心理学 ２      30    30    

     学校臨床心

理学 

 ２        30 30    

   査定と援助 臨床心理ア

セスメント

２    30      30    
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理論 

     臨床心理ア

セスメント

演習 

２     60     60    

     カウンセリ

ング 

２      30    30    

     臨床心理学

的援助演習

Ⅰ 

２       60   60    

     臨床心理学

的援助演習

Ⅱ 

２       60   60    

     心理療法の

実際Ⅰ 

 ２     30    30    

     心理療法の

実際Ⅱ 

 ２      30   30    

     心理療法の

実際Ⅲ 

 ２       30  30    

     心理療法の

実際Ⅳ 

 ２        30 30    

   実習 臨床心理臨

地実習 

４       180   180    

   研究 心理学研究

法Ⅰ 

２   30       30    

     心理学研究

法Ⅱ 

２   30       30    

     心理学研究

法Ⅲ 

２    30      30    

     臨床心理文

献講読Ⅰ 

 ２       30  30    

     臨床心理文

献講読Ⅱ 

 ２        30 30    

     専門演習Ⅰ ２       60   60    

     専門演習Ⅱ ２        60  60    

     卒業研究 ４         180 180    

 専門教育科目 合計103単位以上修得 

臨床心理学科 合計130単位以上修得（必修89単位・選択41単位以

上） 

＊時間数を（ ）に設定している授業科目は、複数の授業題目により行われる場合を示す。 

 

リハビリテーション科学部 理学療法学科 全学教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 
 
導入科目 基礎ゼミナール（コミ

ュニケーション実践

１  30           
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論） 

 
 
  文章指導（日本語の表

現） 

１  30           

 
 
教養科目 人間と思想（心理学）  ２  30       ６単位以

上修得 

 

 
 
  人間と思想（死生学入

門） 

 ２ 30           

 
 
  人間と思想（哲学入

門） 

 ２ 30           

 
 
  人間と社会（医療の経

済学） 

 ２  30          

 
 
  人間と社会（医療の法

学） 

 ２  30          

 
 
  人間と社会（国際社会

福祉論） 

 ２     30       

 
 
  人間と文化（文化人類

学） 

 ２ 30           

 
 
  人間と文化（環境の歴

史） 

 ２    30        

 
 
  人間と文化（国際文化

比較論） 

 ２   30         

 

全

学

教

育

科

目 

  自然と科学（生命科

学） 

２  30           

 健康・運動科

学科目 

健康・運動科学演習

（運動科学演習） 

２  30 30          

 外国語科目 英語Ⅰ（オーラル・イ

ングリッシュＡ） 

１  30        ４単位以

上修得 

 

   英語Ⅰ（オーラル・イ

ングリッシュＢ） 

１    30         

    英語Ⅱ（英語Ａ）  １  30          

    英語Ⅱ（英語Ｂ）  １    30        

    中国語（中国語）  １ 30           

    韓国語（韓国語）  １  30          

 
 
  フランス語（フランス

語） 

 １    30        

    ドイツ語（ドイツ語）  １   30         

 
 
情報科学科目 情報処理演習（情報処

理演習） 

１  30           

    統計学（基礎統計学） ２      30       

 
 
自然科学科目 自然科学入門（基礎数

理） 

１  30        ５単位以

上修得 

 

 
 
  自然科学入門（物理

学） 

２   30          

 
 
  自然科学入門（生物

学） 

 ２  30          

    自然科学入門（化学）  ２  30          

 
 
医療基盤科目 個体差健康科学（個体

差健康科学） 

２  30           
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    医療倫理（医療倫理） ２   30          

 
 
  地域連携（地域包括ケ

ア演習） 

 １     30       

 
 
  地域連携（メディカル

カフェをつくるⅠ） 

 １   30         

 
 
  多職種連携（多職種連

携論） 

１      30       

 全学教育科目 合計27単位以上修得（うち必修19単位）  

 

リハビリテーション科学部 理学療法学科 専門教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

   解剖学Ⅰ １  30           

   解剖学Ⅱ １   30          

   解剖学実習 １    60         

   生理学Ⅰ １  30           

   生理学Ⅱ １   30          

   生理学実習 １   60          

   運動生理学 １    30         

   運動学Ⅰ １   30          

   運動学Ⅱ １    30         

   運動学実習 １     60        

   老年学 １    15         

   人間発達学 １    15         

   医学概論 １  15           

   病理学 １    15         

   整形外科学 ２    30         

 リハビリテーショ

ン基盤科目 
内科学 ２     30       

 

   神経学 ２     30        

   小児科学 １     15        

   精神医学 ２    30         

   病態運動学 １     30        

   高次脳機能障害学  １    15        

   臨床心理学 １     15        

   薬理学  １    15        

   公衆衛生学 １     15        

   栄養学  １    15        

 
  

リハビリテーション

概論 
２  30          

 

   保健医療福祉論 １      15       

   障がい者当事者論 １    30         

   作業療法概論  ２ 30           

   作業適用学  ２  30          
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積雪寒冷地の生活と

諸問題 
１      15 15     

 

   理学療法概論 ２  30           

   基礎理学療法学 ２   30          

 
  

理学療法管理・運営

論 
１         15   

 

   理学療法研究法 ２      30       

 
  

理学療法英文原著読

解 
２    30 30       

 

 
  

医療コミュニケーシ

ョン 
１     30       

 

 
  

理学療法基礎評価学

Ⅰ 
２    30 30       

 

 
  

理学療法基礎評価学

Ⅱ 
２    30 30       

 

 
  

理学療法評価学総合

演習 
１     30       

 

   画像診断学 １       15      

   物理療法学 ２      60       

   運動療法学Ⅰ １    30         

   運動療法学Ⅱ １     30        

   義肢装具学Ⅰ １     30        

   義肢装具学Ⅱ １      30       

   日常生活動作学Ⅰ １    30         

   日常生活動作学Ⅱ １     30        

 
  

骨関節障害理学療法

学 
２      30      

 

 
  

骨関節障害理学療法

学演習 
２       60     

 

   神経障害理学療法学 ２      30       

 
  

神経障害理学療法学

演習 
２       60     

 

   発達障害理学療法学 ２      30       

 
理学療法専門科目 

発達障害理学療法学

演習 
２       60     

 

   内部障害理学療法学 ２      30       

 
  

内部障害理学療法学

演習 
２       60     

 

 
  

理学療法治療学総合

演習 
１       30     

 

 
  

スポーツ障害理学療

法論 
 １      30     

 

   ハンドセラピー  １     15       

   神経筋促通治療論  １      15      

   徒手療法論  １      30      

 
  

リハビリテーション

工学 
 １     15      

 

   地域理学療法学 ２      30       
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   地域理学療法学演習 １       30      

   生活環境論 １      15       

   国際協力と理学療法  ２        30    

   健康増進と理学療法  １        15    

 
  

障害者スポーツ指導

論 
 １        30   

 

   臨床実習Ⅰ １  45          

   臨床実習Ⅱ ２     90        

   臨床実習Ⅲ ６       270      

   臨床実習Ⅳ ８        360     

   臨床実習Ⅴ ３        135     

   理学療法総合講義 １         30    

 
  

理学療法研究セミナ

ーⅠ 
２      30 30     

 

 
  

理学療法研究セミナ

ーⅡ 
２        60   

 

 
自由選択科目 音楽療法  １     15    

自由選択

科目※ 

 

 専門教育科目 合計101単位以上修得  

 理学療法学科 合計128単位以上修得（必修120単位・選択８単位以上）  

※ 自由選択科目：卒業必要単位数には含まない。 

 

リハビリテーション科学部 作業療法学科 全学教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

   導入科目 基礎ゼミナール（コミ

ュニケーション実践

論） 

１  30           

     文章指導（日本語の表

現） 

１  30           

   教養科目 人間と思想（心理学）  ２  30       ６単位以

上修得 

 

     人間と思想（死生学入

門） 

 ２ 30           

     人間と思想（哲学入

門） 

 ２ 30           

     人間と社会（医療の経

済学） 

 ２  30          

     人間と社会（医療の法

学） 

 ２  30          

     人間と社会（国際社会

福祉論） 

 ２     30       

     人間と文化（文化人類

学） 

 ２ 30           

     人間と文化（環境の歴  ２    30        
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史） 

     人間と文化（国際文化

比較論） 

 ２   30         

 全

学

教

育

科

目 

  自然と科学（生命科

学） 

２  30           

 健康・運動科

学科目 

健康・運動科学演習

（運動科学演習） 

２  30 30          

 外国語科目 英語Ⅰ（オーラル・イ

ングリッシュＡ） 

１  30        ４単位以

上修得 

 

   英語Ⅰ（オーラル・イ

ングリッシュＢ） 

１    30         

     英語Ⅱ（英語Ａ）  １  30          

     英語Ⅱ（英語Ｂ）  １    30        

     中国語（中国語）  １ 30           

     韓国語（韓国語）  １  30          

     フランス語（フランス

語） 

 １    30        

     ドイツ語（ドイツ語）  １   30         

   情報科学科目 情報処理演習（情報処

理演習） 

１  30           

     統計学（基礎統計学） ２      30       

   自然科学科目 自然科学入門（基礎数

理） 

１  30        ５単位以

上修得 

 

     自然科学入門（物理

学） 

 ２  30          

     自然科学入門（生物

学） 

２   30          

     自然科学入門（化学）  ２  30          

   医療基盤科目 個体差健康科学（個体

差健康科学） 

２  30           

     医療倫理（医療倫理） ２   30          

     地域連携（地域包括ケ

ア演習） 

 １     30       

     地域連携（メディカル

カフェをつくるⅠ） 

 １   30         

     多職種連携（多職種連

携論） 

１      30       

 全学教育科目 合計27単位以上修得（うち必修19単位）  

 

リハビリテーション科学部 作業療法学科 専門教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

   解剖学Ⅰ １  30           

   解剖学Ⅱ １   30          

   解剖学実習 １    60         
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   生理学Ⅰ １  30           

   生理学Ⅱ １   30          

   生理学実習 １   60          

   運動生理学 １    30         

   運動学Ⅰ １   30          

   運動学Ⅱ １    30         

   運動学実習 １     60        

   老年学 １    15         

   人間発達学 １    15         

   医学概論 １  15           

   病理学 １    15         

   整形外科学 ２    30         

 リハビリテーショ

ン基盤科目 

内科学 ２     30        

 神経学 ２     30        

   小児科学 １     15        

   精神医学Ⅰ ２    30         

   精神医学Ⅱ ２     30        

   病態運動学 １     30        

   高次脳機能障害学 １     15        

   臨床心理学 １     15        

   薬理学  １    15        

   公衆衛生学 １     15        

   栄養学  １    15        

 
  

リハビリテーション

概論 
２  15          

 

   理学療法概論  ２ 30           

   基礎理学療法学  ２  30          

   保健医療福祉論 １      15       

   障がい者当事者論 １    30         

 
  

積雪寒冷地の生活と

諸問題 
１      15 15     

 

   作業療法概論 ２  30           

   職業倫理・管理学 １         15    

 
  

作業療法技術学演習

Ⅰ 
１    30        

 

 
  

作業療法技術学演習

Ⅱ 
１     30       

 

   作業療法研究法 １      15       

   評価学概論 １    30         

   身体機能評価学Ⅰ １     30        

   身体機能評価学Ⅱ １      30       

   精神機能評価学 １     30        

   発達系評価学 １     30        

   評価学実習 １     60        

   画像診断学  １      15      

   日常生活援助学 ２     30        

   日常生活援助学演習 １      15       
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   身体障害作業療法学 ２      60       

 
  

身体障害作業療法学

演習 
１       60     

 

   精神障害作業療法学 ２      30       

 
  

精神障害作業療法学

演習 
１       30     

 

   発達障害作業療法学 ２      30       

 
  

発達障害作業療法学

演習 
１       30     

 

 

作業療法専門科目 

老年期障害作業療法

学 
２      30      

 

 老年期障害作業療法

学演習 
１       30     

 

 
  

高次脳機能障害作業

療法学 
２      30      

 

 
  

高次脳機能障害作業

療法学演習 
１       30     

 

   義肢装具学 ２       30      

   作業適用学 ２   30          

   音楽療法  １     15       

   ハンドセラピー  １     15       

   徒手療法論  １      15      

 
  

呼吸リハビリテーシ

ョン学 
 １     15      

 

   神経筋促通治療論  １      15      

   園芸療法  １     15       

   地域作業療法学 ２      30       

   地域作業療法学演習 １       30      

 
  

リハビリテーション

工学 
１      15      

 

   就業援助論 １         15    

   介護技術方法論  １     15       

   臨床見学 １  45           

   評価実習 ４     180        

   総合臨床実習Ⅰ ９       405      

   総合臨床実習Ⅱ ９        405     

   作業療法学総合講義 １         30    

 
  

作業療法研究セミナ

ーⅠ 
２      30 30     

 

 
  

作業療法研究セミナ

ーⅡ 
２         60   

 

 
自由選択科目 音楽療法各論  １     15    

自由選択

科目※ 

 

 専門教育科目 合計101単位以上修得  

 作業療法学科 合計128単位以上修得（必修120単位・選択８単位以上）  

※ 自由選択科目：卒業必要単位数には含まない。 

 

  



47  

リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科 全学教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 

  

導入科目 

基礎ゼミナール（コ

ミュニケーション実

践論） 

１  30          

 

 
  

文章指導（日本語の

表現） 
１  30          

 

 
    

人間と思想（心理

学） 
 ２  30         

 

 
    

人間と思想（死生学

入門） 
 ２ 30          

 

 
    

人間と思想（哲学入

門） 
 ２ 30        １科目２

単位以上

修得 

 

 
    

人間と文化（文化人

類学） 
 ２ 30        

 

 
    

人間と文化（環境の

歴史） 
 ２    30       

 

 
  教養科目 

人間と文化（国際文

化比較論） 
 ２   30        

 

 
    

人間と社会（社会学

入門） 
 ２ 30          

 

 
    

人間と社会（医療の

経済学） 
 ２  30       ２科目４

単位以上

修得 

 

 
    

人間と社会（医療の

法学） 
 ２  30       

 

 
    

人間と社会（国際社

会福祉論） 
 ２     30      

 

 
    

自然と科学（生命科

学） 
２  30          

 

 
    

英語Ⅰ（オーラル・

イングリッシュＡ） 
１  30          

 

 
    

英語Ⅰ（オーラル・

イングリッシュＢ） 
１    30        

 

 全学教育

科目 
  英語Ⅱ（英語Ａ）  １  30         

 

 
  

外国語科

目 
英語Ⅱ（英語Ｂ）  １    30     

５単位以

上修得 

 

     中国語（中国語）  １ 30           

     韓国語（韓国語）  １    30        

 
    

フランス語（フラン

ス語） 
 １    30       

 

 
    

ドイツ語（ドイツ

語） 
 １   30        

 

   情報科学 情報処理演習（情報 １  30           
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科目 処理演習） 

 
  

統計学（基礎統計

学） 
２   30         

 

 

  

健康・運

動科学科

目 

健康・運動科学演習

（運動科学演習） 
２  30         

 

 
    

自然科学入門（基礎

数理） 
 １ 30          

 

 
  

自然科学

科目 

自然科学入門（物理

学） 
 ２  30       

２単位以

上修得 

 

 
  

自然科学入門（生物

学） 
 ２  30       

 

 
    

自然科学入門（化

学） 
 ２  30         

 

 

    

個体差健康科学（個

体差健康科学・多職

種連携入門） 

２  30          

 

 

  
医療基盤 

科目 

地域連携（メディカ

ル・カフェをつくる

Ⅰ） 

 １   30      
５単位以

上修得 

 

 
  

地域連携（地域包括

ケア演習） 
 １     30    

 

 
    

医療倫理（医療倫

理） 
２   30         

 

 
    

多職種連携（多職種

連携論） 
１      30      

 

 全学教育科目 合計27単位以上修得（うち必修16単位）  

 

リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科 専門教育科目 

  

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １年 ２年 ３年 ４年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

   言語聴覚障害学概論 ２   30          

   言語聴覚診断学総論 １    15         

   言語聴覚学総論Ⅰ １    15         

 言語聴覚学総合教

育 
言語聴覚学総論Ⅱ １       15     

 

   言語聴覚学総論Ⅲ １        15     

   言語聴覚学総論Ⅳ ６         90    

   言語聴覚学総論Ⅴ  ２        30    

   基礎人間科学 ４  60           

   解剖生理学 ４   60          

   音声言語聴覚医学 ３   45          

   医学総論 1.5    23         

   公衆衛生学  ２   30         

   遺伝学  1.5    23        
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   病理学 １    15         

   内科学 ２    30         

   小児科学 ２    30         

   耳鼻咽喉科学 ２     30        

   形成外科学 １    15         

   精神医学 １     15        

   神経学 1.5     23        

 
  

リハビリテーション

医学 
1.5     23       

 

   歯科学総論 １     15        

 言語聴覚学基盤教

育 

口腔外科学 １     15        

 音声学 ２  30           

   言語学 2.5   38          

   音響学 ４    60         

   言語発達学 １    15         

   日本語学  ２   30         

   神経言語学  ２    30        

   認知心理学 1.5  23           

   学習心理学 1.5   23          

   発達心理学 1.5   23          

   生理心理学  1.5   23         

   臨床心理学 1.5    23         

   心理測定法 1.5    23         

 
  

リハビリテーション

概論 
２  30          

 

   関係法規 1.5    23         

   社会保障制度論 １      15       

   社会福祉援助技術論  １     15       

   失語症学Ⅰ １    15         

   失語症学Ⅱ 1.5     23        

   高次脳機能障害学 1.5      23       

   言語発達障害学 ２     30        

   言語発達障害学特論 ２      30       

   成人発声発語障害学 ４      60       

   小児発声発語障害学 2.5      38       

   摂食嚥下障害学 ２      30       

   成人聴覚障害学 ２     30        

   小児聴覚障害学 ２      30       

   失語症学演習Ⅰ １      30       

 
言語聴覚障害学教

育 

失語症学演習Ⅱ １       30      

 高次脳機能障害学演

習 
１       30     

 

   言語発達障害学演習 ２       60      

 
  

成人発声発語障害学

演習 
２       60     

 

 
  

小児発声発語障害学

演習 
１       30     
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   摂食嚥下障害学演習 １      30       

   聴覚障害学演習 ３      90      

   基礎実習 ２       90      

   総合実習 10        450     

 
  

英語論文講読・研究

法 
 1.5      45     

 

 
  

言語聴覚ゼミナール

Ⅰ 
１       30     

 

 
  

言語聴覚ゼミナール

Ⅱ 
 １       30 １単位以

上修得 

 

   卒業研究  １       30  

 自由選択科目 臨床解剖学  ２   30         

 専門教育科目 合計106.5単位以上修得  

 言語聴覚療法学科 合計133.5単位以上修得（必修121.5単位・選択12単位以上）  

※ 自由選択科目：卒業必要単位数には含まない。 
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医療技術学部 臨床検査学科 全学教育科目 

種類 
科目 

区分 
授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 

必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

教養教 

育 

導入科目 
基礎ゼミナール １ 30 

文章指導 １ 15 

教養科目 

人間と思想 

 ２  30 

２授業科 

目４単位 

以上修得 

 ２ 30 

 ２  30 

人間と文化 
 ２ 30 

 ２ 30 

人間と社会 
 ２  30 

 ２  30 

基礎教 

育 

外国語科 

目 

英語Ⅰ 
１  30 

１ 30 

英語Ⅱ 
１  30 

１  30 

英語Ⅲ １ 30 

初修外国語 

 １ 30 

 １  30 

 １ 30 

 １  30 

 １ 30 

 １  30 

健康・運動

科学科目 
運動科学演習 １ 30 

情報科学 

科目 

情報科学 ２ 30 

情報処理演習 １ 30 

統計学 
１  15 

２  30 

自然科学 

科目 

物理学 ２ 30 

化学 ２  30 

生物学 ２ 30 

自然科学入門 １ 15 自由選択

科目 自然科学入門 １ 15 

自然科学入門 １ 15 

医療基 

盤教育 

医療基盤 

科目 

多職種連携 ２ 30 

医療倫理 １ 15 

全学教育科目 合計29単位以上修得（うち必修23単位） 
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医療技術学部 臨床検査学科 専門教育科目 

 

区分 授業科目 

単位数 
開講年次・時間数 

備考 

 

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年  

 必

修 

選

択 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 

 

専門基礎

科目 

人体の構 

造と機能 

解剖学Ⅰ １  30           

 解剖学Ⅱ １   30          

 解剖学実習 １    45         

 生理学Ⅰ １  30           

 生理学Ⅱ １   30          

 生理学実習 １    45         

 生化学Ⅰ １  30           

 生化学Ⅱ １   30          

 生化学実習 １    45         

 

医学検査 

の基礎と 

その疾病 

との関連 

医学概論 １  30           

 病理学 １   30          

 薬理学 １     30        

 栄養学 １     30        

 臨床検査学入門Ⅰ １  30           

 臨床検査学入門Ⅱ １    30         

 保健医療 

福祉と医 

学検査 

公衆衛生学 １   30          

 公衆講習衛生学実習 １    45         

 関係法規 １        30     

 医療工学 

及び情報 

科学 

医療情報科学 １      30       

 医用工学概論 １    30         

 医用工学実習 １     45        

 

専門科目 

臨床病態 

学 

臨床病態学Ⅰ １    30         

 臨床病態学Ⅱ １     30        

 臨床病態学Ⅲ １     30        

 臨床検査医学総論演

習 
１        30  

   

 

形態検査 

学 

臨床血液学Ⅰ １    30         

 臨床血液学Ⅱ １     30        

 臨床血液学実習 ２      90       

 臨床血液学演習 １        30     

 医療分子機能科学  １       30     

 臨床病理検査学 １    30         

 臨床細胞診断学 １     30        

 臨床細胞病理学実習 ２      90      

 臨床細胞病理学演習 １        30    

 分子細胞病理学  １       30    

 

生物化学 

分析検査 

学 

臨床化学Ⅰ １    30         

 臨床化学Ⅱ １     30        

 臨床化学実習 ２      90       

 臨床化学演習 １        30     

 先進医療検査学  １       30     

 臨床検査学総論Ⅰ １   30          
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臨床検査学総論Ⅱ １  30 

臨床検査学総論実習 ２ 90 

臨床検査学総論演習 １ 30 

核医学概論 １ 30 

遺伝子検査学 １  30 

遺伝子検査学実習 １ 45 

遺伝子・染色体分析

科学 
 １  30 

病因・ 

生体防御 

検査学 

免疫検査学Ⅰ 1 30 

免疫検査学Ⅱ １ 30 

免疫検査学実習 ２ 90 

免疫検査学演習 １ 30 

輸血・移植学演習 １ 30 

生体防御学  １  30 

微生物学 １ 30 

臨床微生物学  １ 30 

微生物学実習 ２ 90 

臨床微生物学演習 １ 30 

感染生物学  １  30 

医動物学 １  30 

医動物学演習 １ 30 

食品衛生学  １  30 

生理機能 

検査学 

臨床生理学Ⅰ １  30 

臨床生理学Ⅱ １ 30 

臨床生理学実習 ２ 90 

画像検査学 １ 30 

画像検査学演習 ２ 60 

臨床生理学演習 １ 30 

実践超音波検査学  １  30 

検査総合 

管理学 

検査機器学 １  30 

基礎機器分析演習 １  30 

臨床検査管理学 １ 30 

保健医療福祉演習  １  30 

チーム医療・コミュ

ニケーション演習
 １  30

医療リスクマネジメ

ント演習
 １  30

総合臨床検査学演習

Ⅰ 
１ 30 

総合臨床検査学演習

Ⅱ 
１ 30 

総合臨床検査学演習

Ⅲ 
４   120 

総合臨床検査技術演

習 
１ 30 

医療安全 

管理学 
医療安全管理学演習 １ 30 

臨地実習 臨床実習 ７  315 

卒業研究 
臨床検査研究セミナ

ー 
６ 180 
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自由選択科目 健康食品学  １ 30 自由選択科目※ 

専門教育科目 合計97単位以上修得（うち必修93単位） 



1 

医療技術学部教授会規程（案） 

（設置） 

第１条 北海道医療大学医療技術学部（以下「本学部」という。）に教授会を置く。 

（組織） 

第２条 本学部の教授会は、本学部の教授をもって組織する。 

２ 学長は、本学部教授会に出席することができる。 

３ 学部長は、必要と認めるときは、教授会の議を経て、教授以外の教員を教授会に出席させる

ことができる。 

（招集及び議長） 

第３条 学部長は、教授会を招集し、その議長となる。 

２ 学部長に事故あるときは、学部長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

３ 教授会は原則として毎月１回以上招集するものとする。 

（審議事項） 

第４条 教授会は、学部に関する次の事項を審議し、学長に対し意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業及び課程の修了その他学生の身分取扱いに関する事項

(２) 学位の授与に関する事項

(３) 学生の学修評価に関する事項

(４) 教育課程の編成に関する事項

(５) 教員の教育研究業績の審査等に関する事項

(６) その他学部長が必要と定める事項及び学長から諮問のあった事項

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学部長が統括する教育研究に関する事項について審

議し、及び学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（議事運営） 

第５条 教授会は教授の３分の２以上の出席がなければ、議事を開くことができない。 

２ 議事は出席教授の過半数を以て決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

３ 外国出張及び休職期間中の教授は第１項の定足数算定の基礎に算入しない。 

４ 議事運営の細部は、別に定める。 

（各種委員会） 

第６条 学部長が必要と認めたときは、教授会の議を経て、各種委員会を置くことができる。 

（教授会の非公開） 

第７条 教授会は原則として非公開とする。 

（改廃） 

第８条 この規程の改廃は、医療技術学部教授会及び評議会の議を経て学長が定める。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 
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